
（別紙様式４）
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（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 62 単位 81 単位 47 単位 4 単位 0 単位 0 単位

160 人 85 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）
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（Ｂ：単位数による算定）
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第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 3

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

1

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数 126

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 4

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

大学病院、病院、診療所等の医療機関、福祉施設

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/

93
■進学者数 0
■その他

アルバイト　1名
就職活動中　1名
就職希望なし　1名

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

うち必修授業時数 11

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和4年度卒業生）

38
■地元就職者数 (F) 36
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 95

95

第１回　令和４年１
２月１３日　１４：００

～１５：３０

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 41
■就職希望者数 (D)　　　　　： 40
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
「世の中の困難を希望に変える」をミッションとし、学校教育法に基づき、医療関連業界に従事しようとする者に必要な実践的かつ専門的な知識、技能を教授することに
よって、明日の医療関連業界を担う人材を養成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

病院実習や資格取得を通して、医療秘書・医療事務のプロになれると実感できる2年間。医療従事者として、秘書として求められるさまざまな知識・技術を専門的に学びま
す。自分に合った分野を６つのコースから選んで学べる。資格は最大１５種類取得可能。病院・クリニックへの就職に強い。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

商業実務 商業実務専門課程 医療秘書科 平成29(2017)年度 － 令和 2(2020)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和5年7月31日

650-0012

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 昼間　一彦 東京都文京区本郷三丁目23番16号
113-0033

03-3814-6151

神戸元町医療秘書
専門学校

平成25年4月1日 門脇　千里 兵庫県神戸市中央区北長挟通4丁目7番32

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

078-335-0850 078-335-0850

https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/


種別

③

②

ー

ー

ー

ー

（年間の開催数及び開催時期）

神戸元町医療秘書専門学校　教員

朝日出　孝太 神戸元町医療秘書専門学校　教員

【現場の状況：実習生・採用について】
（委員からの意見）
　世間的にはコロナウイルス感染予防への意識が緩和してきているが医療機関はいまだ保守的であるため、医療機関としての感
覚はさほど変わっていない。（西島委員）
　院内ではマスク着用は必須にしているが医療従事も病院から出ればマスクを外しているのが現状（川田委員）

（学校側の対応）
　学生には実習の際はマスクを着用するよう指導する。普段は着用しなくても良い。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編
成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教育課程
編成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生かす。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等
またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定団体等と関
係性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内容に反映する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教
育を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけている。
具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程およびシ
ラバスの改善素案が作成され、医療分野専門委員会（別紙組織図：各専門委員会）にて提案される。
提案に基づき、医療分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

西島　聡志 医療法人社団十善会　野瀬病院 事務部長
令和5年4月1日
～令和7年3月31日（２年）

令和５年７月３１日現在

松本　悠 神戸元町医療秘書専門学校　副校長

名　前 所　　　属 任期

川田　一途
医療法人社団　神戸低侵襲がん医療センター
事務部長

令和5年4月1日
～令和6年3月31日（２年）

佐々木　領矢 神戸元町医療秘書専門学校　教務課長

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（7月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　令和４年１２月１３日　１４：００～１５：３０
第２回　令和５年７月１８日　１０：００～１１：３０

上田　貴恵

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。



【カリキュラム・実習：カリキュラム変更について】
◆美容医療の社会的ニーズについて（新コース：美容医療コース）
◆美容医療の医療事務員に求める知識・技術

（委員からの意見）
　ここ最近美容医療のニーズが高まり、医師や看護師も美容医療業界への転職をしている方が多くいる。（川田委員）
　医療事務の基礎を学ばず美容医療のみに特化すると、医療事務としての基礎がおろそかになり美容関係の病院でなければ就
職できなくなる。（西島委員）

（学校側の対応）
　美容に限らずどこの医療機関でも働くことができる知識や基礎を習得できるよう、カリキュラムを編成する。現場を見ないとわか
らないことも多いため、現場の先生に来ていただくなどして授業展開・授業内容を検討する。

◆デジタル教材の導入について
（委員からの意見）
　実習手帳の振り返りや学びのページは学校の財産になるはずなので、データとして蓄積したほうがいいのではないか。（川田委
員）
　実習手帳のデータ共有については、他の職種でも格納依頼のメールがあってやりとりをしている。パスワードを設定すれば問題
なくデータ化可能。メールはデータ容量の問題もあるので、リンク先を送ってブラウザ上でのやりとりをすると問題がない。（西島委
員）

（学校側の対応）
　実習手帳のデジタル化を検証する場合には、病院側のご意見・ご協力もいただきながら進めていく。

【医師事務作業補助者のニーズについて】
◆新卒の医師事務作業補助者の採用
　（委員からの意見）
　新卒で医師事務として就職した社員の中には、医師や看護師との密な関わりや、覚える知識量の多さによって大きな負担を感
じる社員もいる。生徒にとっても長く勤務できる職場に務めることが良いはずなので、実習で医師事務作業補助者を1日だけでも
経験し、入職後のギャップを軽減させておくといいのではないか。（西島委員）
　公立病院は責任者が2・3年で変わるため、実習内容が見学のみで放置される可能性もある。神戸市の民間病院協会の事務長
部会にて、少し時間をもらえるか声がけをする。（川田委員）

（学校側の対応）
　医師事務作業補助者の憧れと入職してからのギャップを感じさせないために、就職指導においてしっかりと説明を行っていく。ま
た、民間病院の実習の方が多くの職業体験ができるため、依頼先を検討していく。

【学校行事の取り組み概要、取り組みに対する助言】
◆学校行事の取り組みに対する助言（シミュレーション大会）
◆産学連携に向けた情報共有

（委員からの意見）
　シミュレーション大会のテーマとなっている企業理念や病院の基本情報は、入職時のオリエンテーションでも実施している。シ
ミュレーションのお題を検討する際に高齢者が多くなってくるので、専門知識より耳が遠い患者様に大きい声でゆっくり話すなどを
すると良い。（川田委員）
　専門的な診療科がある医療機関では、患者様の態度も大きく変わる。整形外科だと治療してもらうのが当たり前というような態
度を取る方が多く、泌尿器科であればしんどい症状を改善してくれるので感謝の言葉を多くもらうことができる。設定を明確にして
おくことで現場に近い環境づくりができるのではないか。（西島委員）
　対応する職員のストレスを気にする病院も多いので、クレーム対応は歴のある職員に変わるような仕組みづくりをしている。最
初の受け答えや繋ぎ方を間違えると状況が悪化するので連携が大切。（川田委員）

（学校側の対応）
　チーム医療としての連携を意識し、コース別発表ではなく、コースをまたいだチーム編成による発表も検討していく。



２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

医療秘書科1年次後期に1週間、2年次に3週間の医療機関病院実習を行う。
予め実習受諾頂いた医療機関において、受付業務、レセプト計算業務、電話対応業務等の各医療機関に定められた医療事務業
務、秘書業務を実践し、その処理能力、対応能力の現状把握と向上に努める。　期間中は医療機関側に教育指導を依頼し、業
務姿勢への指導、実践業務への教育を頂き、指定期間終了後は実習評価として、『基礎・能力』、『生活態度』、『実習態度』を４段
階で評価を頂くこととしている。　評価項目の詳細は次の通りとする。
　『基礎・能力』
　　 基礎能力（保険・医療事務・医学等に関しての基礎的な知識、学力は有しているか。）
　『生活態度』
　　 挨拶（基本的な挨拶ができていたか。）　コミュニケーション（周りとコミュニケーションを図り積極的に取り組んでいたか。）
　『実習態度』
　 　勤務態度（実習時の勤怠、研究心があり、熱意は見られたか。）
  　 身だしなみ（正しい服装、爪、髪型などの清潔な印象を相手に与えたか。）
  　 日誌等の提出物（レポート・日誌等を毎日克明に記載し期日を守って提出していたか。）
  　 患者対応の態度（患者様の身になって不愉快な思いをさせないよう対応していたか。）
以上の評価を確認しながら、本校担当教員についても生徒の現状習熟度と課題を明確にし、以降においての学習に努められる
よう、実習期間前後の打合せ、巡回訪問を重ねながら連携を図っている。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

医療機関実習Ⅱ

医療機関における事務、秘書業務に携わり、医療機関業
務への理解をより深めるとともに、医療機関の仕組み、より
実践的な患者様との対応、地域社会での連携した業務遂
行について学ぶ。またこれらを通し、医療機関にて即戦力
として業務ができる力を身に付ける。

・医療法人社団
　神戸低侵襲がん医療センター
・医療法人社団 慈恵会
　新須磨病院
・社会医療法人 甲友会
　西宮協立脳外科病院
ほか
総計19件

医療機関における事務、秘書業務を見学・体験し、医療機
関業務への理解を深めるとともに、医療機関の仕組みの
基礎、基本的な患者様との対応方法について学ぶ。

・医療法人社団
　神戸低侵襲がん医療センター
・医療法人社団 慈恵会
　新須磨病院
・社会医療法人 甲友会
　西宮協立脳外科病院
ほか
総計27件

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実践的な指導を施すにあたり、医療業界における実績や、実践的かつ専門的な知識・技術およびその指導能力を有する指導者
が得られる企業等を選定し、実践計画の作成から連携を図る。医療業界の求める人材要件に沿った計画、および評価基準・方法
を設定し、企業等からのフィードバックに基づいた成績評価を行うことを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

医療機関実習Ⅰ



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

教職員21名

令和5年8月22日(火) 対象：

対象：

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

委託社員の働き方について学び、求められる人材像を理解する

教員指導力向上研修 連携企業等： 医療法人徳洲会　 葉山ハートセンター

②指導力の修得・向上のための研修等

2023年8月24日(木) 教職員21名

教員指導力向上研修 連携企業等：
佛教大学副学長・教育学部教
授　原　清治　様

令和5年3月23日(木)

②指導力の修得・向上のための研修等

現代社会の特徴と若者の実態について学ぶ

「委託事業の理解を深める」 連携企業等：
株式会社日本ビジネスデー
ター プロセシングセンター

対象：

教職員21名

医療現場が学校教育現場に期待すること

①専攻分野における実務に関する研修等

委託社員の働き方について学び、求められる人材像を理解する

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の医療事務業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界なら
びに実務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのために、「研修等に係る
諸規程」に基づき、計画的に以下の研修を実施している。
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

「委託事業の理解を深める」 連携企業等： 株式会社日本ビジネスデー
ター プロセシングセンター

令和4年8月31日（水） 対象： 教職員21名



種別

業界団体

卒業生

教育機関

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
公表時期： 令和5年7月31日

飛鳥未来きずな高等学校 神戸キャンパス 主
任

令和5年4月1日～令和6年3月
31日佐野 匠

国場 仁菜 第 4 期卒業生
令和5年4月1日～令和6年3月
31日

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

森 崇
医療法人 尚和会 宝塚第一病院 人材開発部
課長

令和5年4月1日～令和6年3月
31日

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和5年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

（３）学校関係者評価結果の活用状況
委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
【教育理念・目標について】
　学校としての教育目標や学科ごとの目指す人材育成像の設定はできているが、具体的な評価と体現に繋げられていない。
⇒対応：定期的な評価実施と評価から抽出される課題を計画的に取り組み、目指す人材育成像に一層近づけられる教育を行っ
ていく。
【学校運営について】
　業務の効率化を図ってはいるが、より効果的な情報システム化が必要である。
⇒対応：デジタル教科書の導入や授業支援クラウドの導入を検討。今年度、授業支援クラウドを試験的に使用予定。
【教育活動について】
　業界との連携を引き続き強化していく必要がある。指導力育成など資質向上のための研修は実施できているが、関連分野の先
進的な知識・技術を修得するための研修が十分ではない。
⇒対応：実習や行事だけではなく、授業においても関連分野の業界と連携できるよう計画を進める。関連分野の先進的な知識・
技術を修得するための研修を計画する。
【学修成果について】
　退学率の低減を図る必要がある。卒業生の状況を把握しきれていない。
⇒対応：適性検査やスクールカウンセラーを効果的に活用していく。卒業生とのネットワークの構築を図る。
【学生支援について】
　クラス担任制で担任が主にクラス運営、生徒状況の把握を行っているが、健康管理や生活環境への支援が十分ではない。卒
業生への支援体制は一部構築しているが、十分に活用できていない。中途退学者への支援を十分に行うことができていない。
⇒対応：スクールカウンセラーの運用体制見直し(機会の拡張)と、連携の強化を図る。卒業生支援体制の活性化を図る。中途退
学者へも再入学の可能性の説明などを行っていく。
【学生の受入れ募集について】
　継続的・安定的な入学者の確保、入学前後のギャップの解消が必要である。
⇒対応：教育活動と連動した広報活動を行うことで、学校のブランド力を強化していく。高等学校の職業教育と連携した広報活動
を行っていく。兵庫県専修学校各種学校連合会に加盟し、同会で定められた生徒募集ルールに則り取り組んでいる。
【法令等の順守】
　個人情報の保護に努めてはいるが徹底という意味では十分ではない。
⇒対応：個人情報に対するパスワードの設定や郵送物への記録などを強化していく。

【社会貢献・地域貢献】
　コロナ禍も影響し地域貢献ができていない。外部と関わるボランティアの機会を十分に提供できていない。
⇒対応：感染予防を徹底した地域支援を検討する。ボランティア情報を集める仕組みを構築する。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、
評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者として、関連分野の業界関係者及び卒業生、地域に根差した関連企業と共に、学校関係者評価委員会を設置して、
教育目標や教育について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善の参考とする。
学校関係者評価は、「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を使用して実施した自己点検・自己評価の結果を
基に「実施することを基本方針とする。また評価結果は学校のホームページで公表し、委員会で得られた意見についてはすみや
かに集約し、各業務担当者にフィードバックすることで、学校運営の改善に生かすものとする。
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/


（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価結果
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事
（６）学生の生活支援 生活上の諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、就学支援

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
公表時期： 令和5年7月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（２）各学科等の教育 学科概要、カリキュラム、シラバス、客観的な指標の算出方法、卒業要
（３）教職員 教員数、組織、専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み、実習実技への取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則って情報提供を行うことを基本方針とし、以下の姿を目指
す。
１．学校の指導方針や課題への対応方法等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性化や
学校運営の円滑化につなげること。
２．入学希望者やその保護者に対し、進路選択に当たっての有用な情報を提供するとともに、一人ひとりの能力・適性にあった望
ましい進路の実現に資すること。
３．キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の対話が促さ
れ、実習・就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につなげること。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標および計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関す
る情報を提供していること。」関係

https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
https://www.sanko.ac.jp/kobe-med/disclosure/
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1 ○
ビジネスマ
ナーⅠ

サービス接遇、秘書業務の学習を通じてビ
ジネスマナー全般の知識を習得する。
医療事務員として働くにあたり必要となる
接遇・マナーを身につける。

1
前

30 1 ○ 〇 〇 〇

2 ○
ビジネスマ
ナーⅡ

サービス接遇、秘書業務の学習を通じてビ
ジネスマナー全般の知識を習得する。
医療事務員として働くにあたり必要となる
接遇・マナーを身につける。

1
後

30 1 ○ 〇 〇 〇

3 ○ ペン字Ⅰ
字に関する、きれいに書く技術・知識を身
に付ける。

1
前

30 1 ○ 〇 〇

4 ○ ペン字Ⅱ
字に関する、きれいに書く技術・知識を身
に付ける。

1
後

15 1 ○ 〇 〇

5 ○
パソコン演習
Ⅰ

タッチタイピングを習得し、早く正確な入
力を身につける。また、Woed.Excelの操作
などを習得し、実際の業務に役立てる。

1
前

30 1 ○ 〇 〇

6 ○
パソコン演習
Ⅱ

タッチタイピングを習得し、早く正確な入
力を身につける。また、Woed.Excelの操作
などを習得し、実際の業務に役立てる。

1
後

30 1 ○ 〇 〇

7 ○
プレゼンテー
ション実践Ⅰ

就職活動に向けて、自己開示・自己分析の
方法を理解する。
傾聴力･思考力･表現力を身につける。

1
前

15 1 ○ 〇 〇

8 ○
プレゼンテー
ション実践Ⅱ

就職活動に向けて、自己開示・自己分析の
方法を理解する。
傾聴力･思考力･表現力を身につける。

1
後

15 1 ○ 〇 〇

9 ○
未来デザイン
プログラムⅠ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調
和」を体現する為の授業として、7つの習慣を
体系的に学ぶことで、社会人／職業人として
あるべき人格を高め、主体性を発揮して物事
にチャレンジできる人材に成長する。

1
前

15 1 ○ 〇 〇

10 ○
未来デザイン
プログラムⅡ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調
和」を体現する為の授業として、7つの習慣を
体系的に学ぶことで、社会人／職業人として
あるべき人格を高め、主体性を発揮して物事
にチャレンジできる人材に成長する。

1
後

15 1 ○ 〇 〇

11 ○ 就職対策Ⅰ
就職活動の準備や働くことに対しての意識
を醸成する。現場をイメージできる実習へ
の準備をする。

1
後

15 1 ○ 〇 〇 〇

12 ○ 就職対策Ⅱ
医療機関実習や就職活動のルールを理解
し、卒業後の自分を前向きイメージできる
準備をする。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

13 ○ 基礎看護学Ⅰ
医学の基本である解剖学・生理学の基礎知
識を理解する。

1
前

60 4 ○ 〇 〇

授業科目等の概要

（医療秘書専門課程 医療秘書科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



14 ○ 基礎看護学Ⅱ
医学の基本である解剖学・生理学の基礎知
識を理解する。

1
後

30 2 ○ 〇 〇

15 ○ 疾患学Ⅰ
解剖生理学で学んだ人体のしくみを基礎
に、疾病の成り立ちや診断（検査）、治療
法を内科・外科の両面より習得する。

1
後

30 2 ○ 〇 〇

16 ○
医療秘書概論
Ⅰ

病院実習に役立ち、就職後には即戦力とな
る医療事務員の知識を習得する。

1
前

30 2 ○ 〇 〇

17 ○
医療秘書概論
Ⅱ

病院実習に役立ち、就職後には即戦力とな
る医療事務員の知識を習得する。

1
後

30 2 ○ 〇 〇

18 ○
医事ＣＰ・
電子カルテ基
礎

医事CPの役割と活用性を理解し、医事で学ん
だ診療報酬算定の知識を基に医事CPを用いて
性格な算定が出来るようにする。2年次に受験
する検定に向けて基礎を構築する。

1
後

30 1 ○ 〇 〇

19 ○
医事業務実践
ベーシックＡ
Ⅰ

医療現場で求められている窓口対応を実践
できるスキルを身につける。

1
前

15 1 ○ 〇 〇

20 ○
医事業務実践
ベーシックＡ
Ⅱ

医療現場で求められている窓口対応を実践
できるスキルを身につける。

1
後

15 1 ○ 〇 〇

21 ○
医事業務実践
ベーシックＢ
Ⅰ

医療現場で求められているスキルの基本を
習得し、就職後に活かせる実践力を身につ
ける。

1
前

15 1 ○ 〇 〇

22 ○
医事業務実践
ベーシックＢ
Ⅱ

医療現場で求められているスキルの基本を
習得し、就職後に活かせる実践力を身につ
ける。

1
後

15 1 ○ 〇 〇

23 ○
医事業務実践
ベーシックＣ

疾患学Ⅰや医科医療事務Ⅰなどの座学で
学んでいる内容を基礎に実際の対応例を
習得する。

1
後

15 1 ○ ○ 〇

24 ○
医科医療事務A
Ⅰ

点数表を読み内容が理解でき、様々な算定
に対応できる力を備えさせる。

1
前

60 2 ○ 〇 〇

25 ○
医科医療事務B
Ⅰ

カルテ内容を理解し、正確にレセプト作成
が出来る力を備えさせる。

1
前

60 2 ○ 〇 〇

26 ○
医科医療事務A
Ⅱ

1年次の医科医療事務を現場を想定し応用を
中心に実践的に学ぶ。

1
後

60 2 ○ 〇 〇

27 ○
医科医療事務B
Ⅱ

1年次の医科医療事務を現場を想定し応用を
中心に実践的に学ぶ。

1
後

60 2 ○ 〇 〇

28 ○
医療機関実習
Ⅰ

早期に医療機関の現場を知ることで、学内の
学習以外にも必要な知識が必要ということを
理解する。自分たちが将来進むべき業界の理
解と今後身につけるべき知識を理解し、今後
の学習につなげる。

1
後

40 1 ○ 〇 〇 〇

29 ○ 疾患学Ⅱ
病院で出会う患者様の病気について内科
的、外科的治療を中心に学ぶ。

2
前

30 2 ○ 〇 〇



30 ○ 疾患学Ⅲ
病院で出会う患者様の病気について内科
的、外科的治療を中心に学ぶ。

2
後

30 2 ○ 〇 〇

31 ○ 看護学Ⅰ
女性の生理的機能の特徴を知り、母性のあ
り方について理解する。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

32 ○ 看護学Ⅱ
女性の生理的機能の特徴を知り、母性のあ
り方について理解する。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

33 ○
リスク
マネジメント
Ⅰ

医療機関で務めた時に遭遇するヒヤリ・
ハットや個人情報の取扱い、災害などのリ
スクにどう対応していくかを学ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

34 ○
リスク
マネジメント
Ⅱ

医療機関で務めた時に遭遇するヒヤリ・
ハットや個人情報の取扱い、災害などのリ
スクにどう対応していくかを学ぶ。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

35 ○
医科医療事務
Ⅲ

医療保険、公費負担医療、高額療養費、保
険外併用療育費、労災、自賠責、DPCについ
て学ぶ。

2
前

30 1 ○ 〇 〇

36 ○
医科医療事務
Ⅳ

医療保険、公費負担医療、高額療養費、保
険外併用療育費、労災、自賠責、DPCについ
て学ぶ。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

37 ○
レセプト
チェック
実践Ⅰ

現場で求められているレセプトチェックの
スキル、ＤＰＣの応用を習得する。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

38 ○
レセプト
チェック
実践Ⅱ

診療報酬請求事務能力認定試験受験対策を
通じて、レセプトチェックスキル、DPCの応
用を修得する。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

39 ○
医事CP・
電子カルテ応
用Ⅰ

医事CP検定の取得対策。医事CPの役割と活
用性を理解し、医事で学んだ診療報酬算定
の知識を基に医事CPを用いて性格な算定が
出来るようにする。

2
前

30 1 ○ 〇 〇

40 ○
医事CP・
電子カルテ応
用Ⅱ

医事CP検定の取得対策。医事CPの役割と活
用性を理解し、医事で学んだ診療報酬算定
の知識を基に医事CPを用いて性格な算定が
出来るようにする。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

41 ○
病院管理と
社会保険Ⅰ

医療法をはじめ、医療従事者関連の各法律
と病院の業務を知り病院経営管理の理論を
学ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

42 ○
病院管理と
社会保険Ⅱ

医療法をはじめ、医療従事者関連の各法律
と病院の業務を知り病院経営管理の理論を
学ぶ。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

43 ○ 介護事務Ⅰ
介護保険制度の流れ、介護医療事務の基礎
知識を学ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

44 ○ 介護事務Ⅱ
介護保険制度の流れ、介護医療事務の基礎
知識を学ぶ。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

45 ○ 手話
手話の必要性を理解し、基礎的な手話を学
ぶことで、手話による自己紹介や簡単な会
話を習得する。

2 30 1 ○ 〇 〇



46 ○ 歯科医療事務
歯の構造や治療の流れ、歯科医療事務の基
礎知識を学ぶ。

2 30 1 ○ 〇 〇

47 ○
医事業務実践
アドバンスＡ
Ⅰ

医療現場で求められている窓口対応を実践
できるスキルを身につける。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

48 ○
医事業務実践
アドバンスＡ
Ⅱ

医療現場で求められている窓口対応を実践
できるスキルを身につける。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

49 ○
医事業務実践
アドバンスＢ
Ⅰ

医療現場で求められているスキルの基本を
習得し、就職後に活かせる実践力を身につ
ける。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

50 ○
医事業務実践
アドバンスＢ
Ⅱ

医療現場で求められているスキルの基本を
習得し、就職後に活かせる実践力を身につ
ける。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

51 ○
医事業務実践
アドバンスＣ
Ⅰ

医療現場で求められる窓口対応技術を習得
し、就職後に活かせる実践力を身に着け
る。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

52 ○
医事業務実践
アドバンスＣ
Ⅱ

医療現場で求められる窓口対応技術を習得
し、就職後に活かせる実践力を身に着け
る。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

53 ○
医療機関実習
Ⅱ

実際の医療現場で、受付での患者対応や入
退院業務等を経験させてもらい今まで勉強
してきたことがどれだけ活かせるかを図
る。

2
前

120 3 ○ 〇 〇 〇

54 ○ 接遇外国語A
医療事務員が受付で外国人患者とコミュニ
ケーションを図るために必要な実用的外国
語表現を身につける。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

55 ○ 接遇外国語B
医療事務員が受付で外国人患者とコミュニ
ケーションを図るために必要な実用的外国
語表現を身につける。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

56 ○ 筆記試験対策 就職試験における筆記試験対策を行う。
2
前

15 1 ○ 〇 〇

57 ○ 心理学
発達心理学の基礎を学び、医療現場での子
どもや保護者への接し方を知る。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

58 ○
医療秘書
診療科別研修

医療現場で即戦力となるため、各診療科に
特化した実践的な知識・対応を身につけ
る。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

59 ○
アビリティUP
Ⅰ

社会人として必要な一般知識を身につけ、
文章の「書く力・読み取る力」を養う。

1
前

15 1 ○ 〇 〇 〇

60 ○
アビリティUP
Ⅱ

社会人として必要な一般知識を身につけ、
文章の「書く力・読み取る力」を養う。

1
後

15 1 ○ 〇 〇 〇

61 ○
医療事務
ゼミナールⅠ

1年時より難易度の高い症例を解きカルテを
読み取る力を強化する。また、レセプト点
検の手法を学び実践する。

2
前

60 2 ○ 〇 〇



62 ○
医療事務
ゼミナールⅡ

1年時より難易度の高い症例を解きカルテを
読み取る力を強化する。また、レセプト点
検の手法を学び実践する。

2
後

45 2 ○ 〇 〇

63 ○ 医事CP応用Ⅰ
医療事務コンピュータの知識をもとに、よ
り高度な算定技術が必要な症例について学
ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

64 ○ 医事CP応用Ⅱ
医療事務コンピュータの知識をもとに、よ
り高度な算定技術が必要な症例について学
ぶ。

2
後

30 1 ○ 〇 〇

65 ○
ホスピタルコ
ンシェルジュ
Ⅰ

病院接遇のスペシャリストを目指せるよ
う、医療事務としての知識やマナーはもち
ろん、病棟クラークや会計知識などを総合
的に理解する。

2
前

15 1 ○ 〇

66 ○
ホスピタルコ
ンシェルジュ
Ⅱ

病院接遇のスペシャリストを目指せるよ
う、医療事務としての知識やマナーはもち
ろん、病棟クラークや会計知識などを総合
的に理解する。

2
後

15 1 ○ 〇

67 ○
看護補助実習
Ⅰ

患者様の日常生活を支えるために移動・
ベットメイクなどの介助を通し、看護助手
としての実務を学ぶ。

2
前

30 1 ○ 〇

68 ○
看護補助実習
Ⅱ

患者様の日常生活を支えるために移動・
ベットメイクなどの介助を通し、看護助手
としての実務を学ぶ。

2
後

30 1 ○ 〇

69 ○
メディカル
クラーク実務
Ⅰ

看護師のサポートが適切にできるよう、看
護に関する知識を深く学ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇

70 ○
メディカル
クラーク実務
Ⅱ

看護師のサポートが適切にできるよう、看
護に関する知識を深く学ぶ。

2
後

30 1 ○ 〇

71 ○
地域医療概論
Ⅰ

日本の高齢社会の現状について理解し、そ
れを支える制度・サービスについて理解
し、高齢者に多い病気等を伝え、実際の援
助方法について理解する。

2
前

30 2 ○ 〇

72 ○
地域医療概論
Ⅱ

日本の高齢社会の現状について理解し、そ
れを支える制度・サービスについて理解
し、高齢者に多い病気等を伝え、実際の援
助方法について理解する。

2
後

15 1 ○ 〇

73 ○
看護クラーク
概論Ⅰ

病院スタッフとしての職業倫理を身に付け
る。

2
前

15 1 ○ 〇

74 ○
看護クラーク
概論Ⅱ

病院スタッフとしての職業倫理を身に付け
る。

2
後

15 1 ○ 〇

75 ○ 小児発達Ⅰ
こどもの発育・成長の理解を深め、小児科
や入院しているこどもへの関りを学ぶ。

2
前

30 1 ○ 〇 〇

76 ○ 小児発達Ⅱ
こどもの発育・成長の理解を深め、小児科
や入院しているこどもへの関りを学ぶ。

2
後

30 1

医
療
法
人

徳
洲
会

 
葉
山

ハ
ー

ト
セ

ン
タ
ー

○ 〇 〇

77 ○
小児の食と栄
養Ⅰ

栄養素に関する知識を深め、自らの食生活
を見直し、健康を維持できるようにする。
また、就職後もお客様に対して正しいアド
バイスができるように学ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇 〇



78 ○
小児の食と栄
養Ⅱ

栄養素に関する知識を深め、自らの食生活
を見直し、健康を維持できるようにする。
また、就職後もお客様に対して正しいアド
バイスができるように学ぶ。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

79 ○ 小児の基本Ⅰ
こどもの発達の過程や年齢ごとに変化する
身体的・精神的発達に関する知識を深め
る。

2
前

30 2 ○ 〇 〇

80 ○ 小児の基本Ⅱ
こどもの発達の過程や年齢ごとに変化する
身体的・精神的発達に関する知識を深め
る。

2
後

30 2 ○ 〇 〇

81 ○
子どもの心理
学Ⅰ

医療従事者として必要な心理学の知識を学
び、日常生活や仕事で活かす。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

82 ○
子どもの心理
学Ⅱ

医療従事者として必要な心理学の知識を学
び、日常生活や仕事で活かす。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

83 ○
マナーホスピ
タリティⅠ

文書作成・来客対応・スケジューリングな
ど、秘書業務の実際についてシミュレー
ション形式で学ぶ。

2
前

30 1 ○ 〇 〇

84 ○
マナーホスピ
タリティⅡ

文書作成・来客対応・スケジューリングな
ど、秘書業務の実際についてシミュレー
ション形式で学ぶ。

2
後

30 1 ○ 〇 〇

85 ○
ビジネス
文書実務Ⅰ

文書の形式・敬語・時候の挨拶などの知識
と日本語力など、社内･外文書の基本を学
ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

86 ○
ビジネス
文書実務Ⅱ

文書の形式・敬語・時候の挨拶などの知識
と日本語力など、社内･外文書の基本を学
ぶ。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

87 ○
メディカルホ
スピタリティ
実践Ⅰ

患者様の年齢・容態に合わせた応対力や患
者様のニーズに応えられる豊富な知識を身
に付ける

2
前

30 1 ○ 〇 〇

88 ○
メディカルホ
スピタリティ
実践Ⅱ

患者様の年齢・容態に合わせた応対力や患
者様のニーズに応えられる豊富な知識を身
に付ける

2
後

30 1 ○ 〇 〇

89 ○
コミュニケー
ション技法Ⅰ

ビジネスの場における良好な対人関係・環
境を構築する力を身につける。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

90 ○
コミュニケー
ション技法Ⅱ

ビジネスの場における良好な対人関係・環
境を構築する力を身につける。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

91 ○

ドクターク
ラーク
マネジメント
Ⅰ

医師、医療従事者、病院、患者様とよりよい
信頼関係が築け、円滑なチーム利用を展開で
きるように、医師事務作業補助者として必要
な、様々な知識を習得する。

2
前

45 1 ○ 〇 〇

92 ○

ドクターク
ラーク
マネジメント
Ⅱ

医師、医療従事者、病院、患者様とよりよい
信頼関係が築け、円滑なチーム利用を展開で
きるように、医師事務作業補助者として必要
な、様々な知識を習得する。

2
後

45 1 ○ 〇 〇

93 ○
ドクターサ
ポートⅠ

医師事務作業補助者として日常業務上の医
事に関連する法規を習得する。医療文書の
分類、開示、医療用語、各文書の作成時の
留意点を学ぶ。

2
前

45 3 ○ 〇 〇



94 ○
ドクターサ
ポートⅡ

医師事務作業補助者として日常業務上の医
事に関連する法規を習得する。医療文書の
分類、開示、医療用語、各文書の作成時の
留意点を学ぶ。

2
後

45 3 ○ 〇 〇

95 ○
美容医療概論
Ⅰ

美容医療の施術方法について学ぶ
2
前

15 1 ○ 〇 〇

96 ○
美容医療概論
Ⅱ

美容医療の施術方法について学ぶ
2
後

15 1 ○ 〇 〇

97 ○
美容カウンセ
リング実践Ⅰ

・美容整形で行われるカウンセリング術を
学ぶ。
・カウンセリングからの施術の提案・契約
促進の流れを学ぶ

2
前

30 1 ○ 〇 〇

98 ○
美容カウンセ
リング実践Ⅱ

・美容整形で行われるカウンセリング術を
学ぶ。
・カウンセリングからの施術の提案・契約
促進の流れを学ぶ

2
後

30 1 ○ 〇 〇

99 ○
トータル
ビューティー
知識Ⅰ

・肌の基礎知識と化粧品全般の基礎知識を
学ぶ。

2
前

15 1 ○ 〇 〇

100 ○
トータル
ビューティー
知識Ⅱ

・肌の基礎知識と化粧品全般の基礎知識を
学ぶ。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

101 ○
トータル
ビューティー
実践Ⅰ

・基本的メイク、TPOに対応したメイクを実
施し、習得する。
・メイク、ネイル、ヘアメイクの基本を学
ぶ

2
前

30 1 ○ 〇 〇

102 ○
トータル
ビューティー
実践Ⅱ

・基本的メイク、TPOに対応したメイクを実
施し、習得する。
・メイク、ネイル、ヘアメイクの基本を学
ぶ

2
後

30 1 ○ 〇 〇

102

期

週

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合について

2

16

卒業要件：

本校に修業年限以上在学し所定の単位を修得し校⻑に卒業を認められた

者に、卒業の認定を⾏う。卒業に必要な単位数は科目配当表に示すとお

りとする。

履修方法：
原則として教育課程に定められている順序で履修する。
「医療機関実習Ⅰ」「医療機関実習Ⅱ」は必履修科目とおいている。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

合計 科目 126 単位（単位時間）


